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お
も
い
や
る
か
の
う
す
青
き
映
の
お
く
に

　
わ
れ
の
う
ま
れ
し
朝
の
さ
び
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
て

　
2
月
1
5
日
（
金
）
、
や
す
ら
ぎ
館
に
お

い
て
1
1
回
目
と
な
る
合
同
金
婚
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ム
フ
年
は
、
2
7
組
の
ご
夫
婦
が
め
で
た

く
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
式

に
は
1
7
組
の
ご
夫
婦
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
苦
難
の
時
代
を
振
り
返

り
な
が
え
ら
も
、
笑
顔
で
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
4
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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　　　　　　り蝦8こ”り②

牧水ロードレース大会
　2月17E】（日）．牧水公園周辺を会場に、第22回牧水ロードレース大会が開催されました。

　今年の大会は、あいにくの雨天の中での大会となり、298名と例年より少ない参加者でし

たが、出場した選手たちは、早春の坪谷路で健脚を競っていました。

大
会
成
績

☆
官
三
面
タ
イ
ム
走
2
㎞

・
親
子
の
部

1
位
吉
田
二
黒
・
拓
史
（
2

秒
差
）
延
岡
市
　
2
位

石
田
智
．
r
・
真
紀
（
1
2
秒
差
）

福
瀬

3
位
松
木
千
恵
美
・
大
輔
・

麻
美
（
1
5
秒
差
）
日
向
市

・
個
人
の
部

－
位
　
、
．
回
目
希
（
4
秒
差
）

鶴
野
内
　
2
位
　
甲
斐
稔

理
（
5
秒
差
）
日
向
市

3
位
甲
斐
憲
彦
（
7
秒
差
）

高
千
穂
町
　
3
位
　
長
埜

愛
緒
唯
（
7
秒
差
）
日
向
市

☆
小
学
3
年
生
男
子
2

1
位
　
菊
池
耕
佑
8
分
甲

秒
延
岡
市
　
2
位
　
芳
賀

郁
8
分
1
7
秒
日
向
市
　
3

位
　
黒
木
惟
8
分
2
3
秒
日

向
市
　
4
位
　
上
川
路
由

基
8
分
3
8
秒
宮
崎
市
　
5

位
高
田
雄
太
8
分
4
4
秒

延
岡
市
　
6
位
　
疋
田
博

也
8
分
4
9
秒
日
向
市

☆
小
学
4
年
生
男
子
2

1
位
、
橋
畔
当
人
7
静

的
寺
迫
　
2
位
　
椎
葉
雄

大
7
分
5
7
秒
日
向
市
　
3

位
　
岩
見
遼
8
分
9
秒
小

野
山
　
4
位
　
黒
木
祐
悟

　　

躍
濠

　
子
；
．
霧
嶺

噂
畢
さ

7

　
　
　
　
　
　
一
男

8
分
1
5
秒
日
向
市
　
5
位
　
黒

木
隆
平
8
分
1
5
秒
日
向
市
　
6

位
　
岡
村
崇
史
8
分
1
5
秒
日
向

市☆
小
学
3
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
新
本
明
日
香
9
分
1
5
秒

日
向
市
　
2
位
　
牧
野
菜
美
9

分
2
9
秒
与
迫
　
3
位
　
高
巣
律

子
9
分
4
4
秒
日
向
市
　
4
位

山
口
愛
加
9
分
4
5
秒
鶴
野
内

5
位
　
西
川
真
季
子
1
0
分
3
3
秒

諸
塚
村

☆
小
学
4
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
瀬
之
口
舞
8
分
1
5
秒
門

川
町
　
2
位
　
松
田
陽
菜
8
分

32

b
日
向
市
　
3
位
　
川
本
唯

8
分
4
2
秒
日
向
市
　
4
位
　
甲

斐
皆
朱
沙
8
分
4
5
秒
日
向
市

5
位
　
菊
池
果
孤
帆
9
分
n
秒

鶴
野
内
　
6
位
　
尾
川
裕
美
9

分
2
3
秒
諸
塚
村

☆
小
学
5
年
生
男

子
2
㎞

1
位
　
興
椙
一
馬
7

分
4
5
秒
日
向
市
　
2

位
黒
木
泰
州
7
分

0
挿
芽
・
旦
　
3
立

［
「
）
f
」
T

　
　
　
・
J
　
　
　
　
　
　
　
　
f

安
藤
和
宏
8
分
4
秒

日
向
市
　
4
位
　
上

川
路
大
起
8
分
5
秒

宮
崎
市
　
5
位
　
堀

竜
太
8
分
1
6
秒
日
向

市
　
6
位
　
吉
村
聡

8
分
1
8
秒
日
向
市

☆
小
学
6
年
生
男

子
2
㎞

1
位
　
甲
田
皆
野
7

分
2
0
秒
西
郷
村
　
2

位
　
菊
池
建
人
7
分

5
少
鳥
予
勺
　
3
立

3
≦
丁
石
田
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
｛

　
黒
木
裕
貴
7
分
3
5
秒
日
向
市

　
4
位
　
芳
賀
章
博
7
分
5
3
秒

日
向
市
　
5
位
　
川
原
卓
也
7

分
5
3
秒
田
野
　
6
位
　
酒
井
干

場
7
分
5
4
秒
坪
谷

☆
小
学
5
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
那
須
萌
美
8
分
2
0
秒
日

向
市
　
2
位
　
佐
藤
志
穂
8
分

35

b
延
岡
市
　
3
位
　
市
來
世

志
江
8
分
3
9
秒
延
岡
市
　
4
位

　
川
越
裕
歌
里
8
分
4
7
秒
日
向

市
5
位
黒
木
笑
里
9
分
1

秒
日
向
市
　
6
位
　
谷
相
友
茄

9
分
2
秒
日
向
市

織
隻

嚢
螺．

嚢
響
｝

‘欄

欝

『
饗／轟

☆
小
学
6
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
瀬
之
口
か
な
7
分
5
7
秒

門
川
町
　
2
位
　
黒
木
　
優
8

分
2
6
秒
小
野
田
　
3
位
　
木
村

か
さ
ね
8
分
2
9
秒
日
向
市
　
4

位
一
宮
悠
花
8
分
2
9
秒
延
岡

市
5
位
日
高
菜
々
．
r
8
分

39

b
坪
谷
　
6
位
　
山
本
老
恵

8
分
5
9
一
鶴
野
内

☆
中
学
生
男
子
5
㎞

1
位
　
那
須
祐
司
1
7
分
5
2
秒
延

岡
市
　
2
位
　
甲
田
智
春
1
8
分

19

b
西
郷
村
　
3
位
　
岡
部
寛

　　　心／」1門π【胴口1ノ　　　　　　　　　　　　▲馬も土場

★町報に関するご意見・ご感想をお聞力・せくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉
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単讐
第22回

俊
1
8
分
2
5
秒
延
岡
市
　
4
位

平
田
功
太
郎
1
8
分
3
6
秒
日
向
市

　
5
位
　
日
高
慎
太
郎
1
8
分
4
1

秒
坪
谷
　
6
位
　
水
尾
慎
吾
1
9

ト
J
【
〆
少
　
、
．
・
r
ー

ノ
ノ
？
一
～
↑
」
旧
工
目

☆
中
学
生
女
子
3
㎞

1
位
　
一
宮
静
夏
H
分
4
0
秒
延

岡
市
　
2
位
　
尾
前
奈
々
1
1
分

53

b
延
岡
市
　
3
位
　
木
村
香

菜
1
2
分
2
0
秒
日
向
市
　
4
位

中
山
祥
子
1
2
分
5
4
秒
延
岡
市

5
位
　
土
持
あ
ゆ
美
1
2
分
5
9
秒

延
岡
市
　
6
位
　
柳
沢
飛
鳥
1
3

分
3
5
秒
延
岡
市

☆
古
同
校
・
一
般
女
子
3
㎞

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
菊
池
美
穂
1
4
分
1
6
秒
延

岡
市
　
2
位
　
塩
月
英
．
†
1
6
分

48

b
四
面
　
3
位
　
松
木
千
恵

美
1
8
分
1
1
秒
日
向
市

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
黒
木
チ
エ
子
2
0
分
5
1
秒

日
向
市

曜／♪

覆
謬
譲
、

露
藤

気
隠
蟹

毒
攣

甑
☆
高
校
・
一
般
女
子
5
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
江
藤
清
美
2
2
分
5
3
秒
日

向
市

・
4
0
歳
以
上

1
位
　
黒
木
絹
子
2
3
分
2
4
秒
鶴

野
内

☆
高
校
・
一
般
男
子
5
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
平
川
英
司
1
7
分
2
3
秒
延

岡
市
　
2
位
　
藤
田
俊
彦
1
7
分

57

b
日
向
市
　
3
位
　
甲
田
伊

直
1
8
分
3
1
秒
西
郷
村

・
4
9
歳
以
下

1
位
　
佐
藤
武
文
1
8
分
3
5
秒
延

岡
市
　
2
位
　
甲
斐
敬
二
2
0
分

48

b
延
岡
市
　
3
位
　
村
中
栄

↓
2
0
分
5
1
秒
日
向
市

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
岩
田
廣
俊
1
8
分
4
0
秒
門

川
町
　
2
位
　
江
入
一
義
1
8
分

43

b
延
岡
市
　
3
位
　
高
牟
礼

義
行
1
9
分
5
7
秒
延
岡
市

・
6
0
歳
以
上

1
位
　
川
添
時
義
2
0
分
1
2
秒
清

武
町
　
2
位
．
黒
木
時
夫
2
2
分

23

b
日
向
市
　
3
位
　
河
野
泰

廣
2
3
分
1
3
秒
日
向
市

☆
高
校
・
一
般
男
子
1
0
㎞

1
位
　
甲
田
隆
幸
3
4
分
3
5
秒
西

郷
村
　
2
位
　
花
畑
光
明
3
9
分

1
秒
北
方
町
　
3
位
　
井
伊
史

彦
3
9
分
1
2
秒
日
向
市

一げw一騨一押釦麟一押麟一弾露一一
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

老
い
し
身
を
膝
つ
き
て
拓
き
し
裏
山
に

実
生
の
樫
の
芽
の
吹
き
そ
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

机
に
も
膳
に
も
使
ひ
し
蜜
柑
箱
過
ぎ
し

古
き
年
月
を
恋
ふ
　
　
　
本
多
茂
雄

ひ
と
に
ぎ
り
の
追
肥
に
命
か
が
や
く
か

早
生
キ
ャ
ベ
ツ
の
緑
勢
ほ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

好
奇
心
の
留
ま
る
な
か
り
し
若
き
日
は

時
を
惜
し
み
て
本
に
向
か
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

朝
朝
の
味
噌
汁
の
味
の
変
ら
ぬ
を
幸
と

吾
は
喜
寿
を
迎
へ
ぬ
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

孫
二
人
帰
り
来
し
晦
日
賑
は
ひ
て
飲
め
ざ

る
酒
に
吾
が
早
く
酔
ふ
　
橋
口
忠
孝

神
奈
川
の
孫
よ
り
届
く
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

長
生
き
の
字
を
太
く
記
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

百
年
の
過
客
と
い
ふ
は
世
の
常
か
三
重
の

お
せ
ち
も
屠
蘇
も
並
べ
て
岩
木
幸
美

子
育
て
を
共
に
過
ご
せ
し
友
の
言
ふ
孫

を
愛
で
る
も
傍
な
き
日
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

縄
張
り
を
独
り
占
め
す
る
非
朋
翠
の
鮮
や

か
な
色
川
面
に
映
る
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

満
天
の
星
の
光
に
輝
き
て
初
雪
の
舞
ふ

夜
若
き
薄
し
の
ぶ
　
　
　
佐
藤
鈴
子

空
澄
み
て
南
山
の
日
の
丸
が
手
に
と
る

ご
と
き
元
旦
の
朝
　
　
木
村
秋
男

人
気
な
き
林
道
選
び
病
む
夫
の
リ
ハ
ビ

リ
励
む
友
に
会
ひ
た
り
東
村
吉
市

冬
休
み
の
絵
日
記
を
書
く
孫
二
人
米
蒸

す
吾
が
頭
白
く
塗
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　　1轍ど弓ご’り④

　
金
婚
式
で
は
、
小
林
町
長
が
「
皆

さ
ん
は
、
戦
後
の
困
難
な
時
代
を

乗
り
越
え
幸
せ
な
家
庭
を
築
か
れ

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
苦
労
を
肝
に

銘
じ
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
婚
者
を
代
表
し
て
、

田
野
の
田
原
吉
之
助
・
セ
イ
子
さ

ん
ご
夫
妻
に
金
婚
証
書
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
祝
宴
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
次
の
ご
夫
婦
で
す
。
（
敬
称
略
）

飾
梅ψ

ノ

●
寺
迫

　
植
野
幸
雄

（
　
　
　
榮
子

　
黒
木
清
昭

（
　
　
　
タ
カ
エ

（赤

ｼ
誌

（⊥

D
同
岡
政
聯

（山

{
超

　
黒
木
常
喜

（
　
　
　
、
ミ
ド
リ

●
福
瀬

　
是
則
千
平

　（　
　
　
ノ
ブ
子

　
小
林
今
朝
治

　（　
　
　
マ
ツ
ノ

　
金
丸
　
　
勝

　（　
　
　
信
子

●
鶴
野
内

　
白
川
　
　
博

　（　
　
　
志
美
子

　
潮
瀬
勇
夫

　（　
　
　
ミ
サ
オ

六
佐
頭
綴

　
渦
元
春
夫

　（　
　
　
喜
和
子

（土

｡
田
綾
刊

●
迫
野
内

　
　
鶴
田
三
好

　
　
（

　
　
　
　
　
京
子

　
　
（
佐
＋
膝
警

　
　
（
歌
津
ミ
ツ
榊

　
　
佐
藤
初
義

　
　
（

　
　
　
　
ブ
イ
子

　
　
川
野
幸
伸

　
　
（

　
　
　
　
カ
メ
ノ

　　●

＿八
　橋重
フ本原

孚恵

●
田
野

　
　
黒
田
幸
作

　
　
（

　
　
　
　
　
美
鈴

　
　
田
原
吉
之
助

　
　
（

　
　
　
　
セ
イ
子

●
羽
坂

　
　
佐
藤
健
二

　
　
（

　
　
　
　
　
富
香

　
　
橋
口
勝
美

　
　
（

　
　
　
　
　
照
子

●
仲
深

　
　
（
大
」
耳
菜

　
　
三
浦
治
一

　
　
（
　
翠

　　●

一坪
　三谷
ト厘

ヨ男

驕を渡1＝」終え

　
1
月
2
2
日
（
火
）
、

越
表
に
架
け
ら
れ

て
い
た
旧
尾
鈴
橋

の
取
り
壊
し
式
が

行
わ
れ
、
地
元
住

民
が
渡
り
終
え
を

行
い
ま
し
た
。

　
旧
尾
鈴
橋
は
、

昨
年
8
月
に
供
用

を
開
始
し
た
新
尾

鈴
橋
の
整
備
に
伴
い
、

そ
の
役
目
を
終
え

る
も
の
で
す
。

　
旧
橋
は
、
全
国
で

　
薫

・
贔
嬢

一
r
奏

羅

薫懸・・

曇鶏拶．
　　　♂

塩

竃

鰍

u　一
只再を開甦した晋山鈴矯

、
訟
左

　
亙

　
　
　
　
罎
二
籔

も
1
0
橋
程
度
し
か
架
橋

さ
れ
て
い
な
い
下
路
式
「
ポ

ー
ス
ト
リ
ン
グ
・
ト
ラ
ス
」

橋
と
い
う
珍
し
い
構
造

の
橋
と
の
こ
と
で
、
参

加
者
ら
は
長
年
慣
れ
親

し
ん
だ
橋
の
取
り
壊
し

を
惜
し
み
な
が
ら
、
渡

り
終
え
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

▲渡り終えする巧元生果

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　　　　⑤鵜ど弓ご’り

　
　
　
道
の
駅
に
隣
接
し
て

　
　
　
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

　
　
　
た
、
三
川
広
域
森
林
組

　
　
　
合
の
本
所
事
務
所
が

猷
難
鎚

が　
　
　
　
耳
川
広
域
森
林
組

　
　
　
合
は
、
平
成
1
2
年
8
月

延
応
塵
肺

事　
　
　
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
郷

　
　
　
町
に
本
所
の
事
務
所

所　　
　
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

本
ま
解
式
で
宴
ず

合　
　
　
関
係
者
に
よ
る
ウ
ッ
ド

　
　
　
カ
ッ
ト
の
後
、
東
郷
平

調
聯
擦

森　
　
　
　
引
き
続
き
行
わ
れ

　
　
　
た
式
典
で
は
、
甲
斐
重

賞
騰
樵

直
朋
叩
務
部
次
長
、
地
元
植
野

，
県
議
、
小
林
町
長
な
ど

耳　　
　
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
本
所
事
務
所
は
、
木

　
　
　
造
2
階
建
て
で
、
耳
川

　
　
　
流
域
の
「
杉
」
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

隣
接
し
て
駐
車
場
や
林
業
機
械

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
．
π面

、
滋
頭
■

凸

浩
’

《一』
、
繕

酔
吟

畿
闘
蟄
　
罪

本
所
事
務
所
の
概
要

敷
地
面
積
　
4
、
1
6
6
．
6
2
㎡

構
　
　
造
　
木
造
2
階
建

床
面
積
5
1
7
．
4
7
㎡

木
材
使
用
量
　
1
4
6
．
2
5
．
。
m

総
事
業
費
　
1
0
0
、
8
0
0
千
円

髭
．

．
ナ
β
鐸

．丁

u

ノ
ニ
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
望
ξ
ご

－
．

鰹
繭麟圃v像
　　　　　一東臼杵郡青年駅伝大会一

大会結果

順位 町村名　E　タ　　イ　　ム
第1位 東　郷　町 1時間21分20秒

第2位 椎　葉　村 1時間22分08秒

第3位 北　方　町 1時間23分24秒

第4位 西　郷　村l　l時間27分04秒

第5位 北　川　町 1時間29分18秒

第6位 諸　塚　村 1時間29分26秒

第7位 南　郷　村

「

鵬露
ニへ　、動轡一

壷勘’

　1月27日（日）、第44回東臼杵郡青年駅伝大会が、　虐

糊窒旛よ：砦徽禰∴i
行われ、郡内7町村の青年団と5つのオープン

チームが参加し健脚を競いました。

　　3了7＿　．　　　．　本町チームは、前半こそ
　‘7　　　　」噂●　　　　，　’フ　　　　　　　’葦…♂固
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃

　　｝
養
　　竃

7

蒙

　　　　　リードを許したものの、4
ず　本

職響1欝
　　　．謎

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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h
、
、

亀
う

ど留班

　
　
　
　
　
　
は
し
か

子
ど
も
の
麻
疹

1
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
予
防
接
種
を

　
麻
疹
（
は
し
か
）
は
小
さ
な

子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
重
大

な
感
染
症
で
す
。
主
な
症
状
は

感
染
性
が
強
く
、
発
熱
、
発
疹

で
す
が
、
と
き
に
肺
炎
や
脳
炎

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
麻
疹
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
も

っ
と
も
効
果
的
で
す
。
接
種
期

間
は
生
後
1
2
ヶ
月
～
9
0
ヶ
月
で

す
の
で
、
1
歳
に
な
っ
た
ら
早

め
に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　　　東郷町国民健康保険からのお知らせ
　　　　“一人当り医療費「一般・老人」依然上位”

　宮崎県内で東郷町は合計で3位（先月1位）となりましたが、一般、老
人（老健）の上位は変わりません。特に老人保健に係る医療費額が大き
いようです。

　医療費が増えると、国保の財政を圧迫し、国保の運営が破たんしてし
まうおそれがでてきます。そんなことにならないように日頃から健康づく
りを心がけましょう。

　一人あたり医療費（言成13年4月～平成13年10月）（単位：円）

1歳¢
　　な‘⊃まし廼

　
　
　
　
　
し
　
　
ほ

柏
田
詩
崩
ち
・
ん

　
（
仲
深
　
深
谷
）

「
心
の
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て

ね
。
」

父
　
隆
夫
さ
ん

母
　
恵
美
さ
ん

一般被保険者　．退職被保険者　　老人保健

医療費　　　　順位 医療費順位…医療費旨順位

　　　　　　198．524　1241　465．416

212．387　　 14　　457．836

186．572　 ！27　　411．954

218．315　　　8！　418．079

217．421　　　9　　412．613

176．041　　；35E　420，634

185，131　1281　411．304

212．377　　15　 412，157

一一
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鯨
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美健1姉

司
さ
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登
里
さ
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Ω

崎
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林
向
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都
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武
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宮
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延
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串
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え
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清
田
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138．263　　　9
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110．842

136．513

93．621
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8
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248，004
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238，618
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町
町
町
…
町
町
村
…
町
町
町
…
町
町
村
町
町

城
畳
原
図
奇
下
生
耀
南

高
山
高
高
野
蓼
高
国
綾
二
局
新
西
木
川

136，900　

123，941

117．312

125．466

124．750

117．670

119．462

108．267

109．577

102．749

115、894

130，569

93，857

90，182　1

13

20

11i

21．

一型q

18

19

一互

26

37

．鐙

39

311

161

42

44

一欝一器一一肝滑811号1号一一櫨

町
村
二
村
町
町
町
村
村
…
町
町
町

饗
郷
郷
方
・
浦
一
封
嫡

東
南
西
北
北
北
北
諸
椎
工
局
日
五

141，956
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｝1郡
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187．050
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159，806

165．683

222．241

217，082

180，032

161，022

208、128

364．340

157．536
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163．385　’

191，902

104010

180．417
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140，928
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200．157
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44…
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37　　391．331

　428．415

378，133

481，946

420．493

387．943

393．644

344．231

342．539　．

382．411

458，455

222．398　　　18

222．365　　　19

234．484　　　12

207，882　　 28

一～ユ旦LQ」i5一＿＿　＿34．
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2258，496

15　　245．143

36　 256．161　　．

33　　262．066

42　　206．683

43　　199．999

38　　174．136

5　　229．185

　　316．040　 1441　180，000

　　　　 a@　　　ココロコ　　　ロロロヨロロア　　ド　　　　　　　ココ　コロア　
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市町村計　120．498

　
　
　
　
ゆ
う
　
　
き

若
杉
優
希
く
ん

　
　
（
仲
深
　
下
仲
瀬
）

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ん

霞
草
生
活
改
釜
弓
メ
＝
ユ
ー
「
介
護
霞
」

煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
（
4
人
分
）

【
材
料
】

合
い
挽
き
肉
…
・

ご
は
ん
－
…
－

た
ま
ね
ぎ

に
ん
じ
ん

卵こ
し
ょ
う
－
・
－

濃
口
醤
油

…
…
・
－
－
1
2
0
9

　
　
　
2
0
0
9

　
　
…
－
…
6
0
9

　
　
　
…
－
2
0
9

　
－
－
－
…
－
2
5
9

　
　
　
　
少
々

　
　
　
：
：
小
さ
じ
2

サ
ラ
ダ
注

ケ
チ
ャ
ッ
プ

濃
口
醤
油

み
り
ん

だ
し
汁

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

に
ん
じ
ん

大
さ
じ
一

　
2
0
9

小
さ
じ
2

大
さ
じ
1

大
さ
じ
2

「
6
0
9

　
6
0
9

【
作
り
方
】

↑
）
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
合
い
挽
き
肉
、
ご
は
ん
、

　
こ
し
ょ
う
、
醤
油
を
加
え
よ
く
こ
ね
る
。

〔
9
↑
）
を
小
判
型
に
丸
め
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
、
調
味
料
で
煮
込
む
。

3
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
に
ん
じ
ん
は
死
で
て
勺
け
合
せ
る
。

卵
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉

　　　　　　ロ鵜ど弓ご’，⑤

三つ審も誰慾も手軽に細きるウオーキ：ング層
　　　ますます単三9『健康ウオ・一ク』關催

　住民の健康増進を目的に「健康ウォーク」（坪谷区、刃引区、保健福祉推進員、食生活

改善推進員、東郷町体育指導委員会協力）が、1月20日（日）牧水公園で行なわれ、地域

の幼児からお年よりまで約270名の方が参加しました。

　町保健婦の実技指導後、参加者は3班に分かれ、チェックポイントに置かれたクイズに

答えながら、公園周辺約6kmの道のりをゴール目指して歩きました。

　参加者中市高齢者の、広前区の三浦淳さん（85歳）は、「自分の体力を確かめる良い機

会となりました。これからも、夫婦協力して健康に気をつけ、一日一日を大切に生きたいと

思います。」と参加した感想を語ってくれました。

鰯儲
彪占り

やすらぎ館
餐69一・3367

r健励ウナウ⊃

7オ←7馬バム　醸
　　　　　　　　　∩

▲魚キンククイズにテ兆戦

．レ

3月の行事予定表
▲建喪ウォーク

地区巡回健康相談 リハビリ教室

期　日 －会　　　　場 受付時間 期　日 会　　　　場 受付時間

下　渡　川　集　会　施　設 10：00～10：30

6日（水）…シルバーセンター 10：30～10：40

5日（火） 1

越表中水流集会施設 13：30～14：00

健康「食と運動講座」
中一コミュニティセンター 9：00～9：30

8日（金） や　す　ら　ぎ館 9：00～9：307日（木）
中
野
原
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
1 10：30～11：00

1歳半・2歳児健診
11日（月）1広瀬生活改善センター 9：00～9：30

2歳児13：00～13：15

…田　野　公　民　館 9：30～10：00 13日（水）1やすらぎ館
12日（火）

稲　葉　野　集　会　所 13：30～14：00

1歳半児13：30～13：45

日　田　尾　集　会　所 9：00～9：30 デイケア「さくらんぽの会」
15日（、．　　　長

一　　崎　集　会　所 10：30～11：00
14日（木） や　す　ら　ぎ館　9：30～10：00

児　洗　公　民　館 9：30～10：00 ちびちびCLUB（育児サークル）
18日置月）

旨越表生活改善センター 13：30～14：00
5鰍）・19日（火ジや　す　ら　ぎ 館10：00～12：00

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　ロ蝦8ご’り⑤

⑯農業×薯＝認定農業青
　
今
月
は
仲
深
の
水
野
藤
雄
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
水
田
1
3

0
ア
ー
ル
、
和
牛
1
0

頭
の
複
合
経
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
出
の
う
ち
1
0
ア
ー

ル
で
は
大
根
、
ゴ
ボ

ウ
等
の
野
菜
を
作
っ

て
い
ま
す
。
肉
用
牛

の
飼
料
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
人
の
休
耕
田

を
借
り
て
飼
料
作
物

を
作
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
自
家
飼
料
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

　
肉
屠
牛
に
つ
い

て
は
、
子
供
が
中
学
に
入
学
し

た
と
き
か
ら
計
画
的
に
増
頭
し

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜

に
つ
い
て
も
無
理
を
せ
ず
自
分

が
で
き
る
範
囲
で
生
産
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
適
正
な
規
模
で
夫

婦
楽
し
み
な
が
ら
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
左
官
業
を
4
3
年
間
（
内
3
8
年

間
は
自
分
で
請
負
事
業
）
と
い

う
腕
に
特
技
を
持
っ
た
水
野
藤

雄
さ
ん
は
、
現
在
肉
用
牛
1
0
頭
、

水
田
1
3
0
ア
ー
ル
（
内
水
稲

90

A
ー
ル
）
の
経
営
を
営
ん
で

　
、
い
ま
す
。

〆　
　
　
以
前
は
農

　
　
業
に
つ
い
て

．
鼻
は
主
に
奥
さ

　
．
≡
ん
の
伴
子
さ

　
　
ん
が
行
い
、

’
罫
藤
雄
さ
ん
は

　
・
本
業
の
左
官

・
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。

伴
子
さ
ん
が

農
業
の
傍
ら

藤
雄
さ
ん
の

手
伝
い
を
し
て
、
二
人
で
一
生

懸
命
に
仕
事
を
し
た
と
奥
さ
ん

が
言
わ
れ
る
と
、
藤
雄
さ
ん
は

頷
き
な
が
ら
返
事
し
、
お
互
い

の
仕
事
を
支
え
て
い
る
仲
の
良

い
夫
婦
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

農
業
が
好
き
だ
か
ら
や
る
、
仔

牛
が
生
ま
れ
る
、
農
産
物
が
収

穫
で
き
る
、
そ
こ
に
喜
び
が
あ
る
。

や
れ
ば
自
分
に
返
っ
て
く
る
。

や
ら
な
け
れ
ば
こ
の
喜
び
も
楽

し
み
も
な
い
と
夫
婦
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
農
業
の
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牛
飼
い
は
、
ほ
と
ん
ど
自
家

飼
料
で
飼
っ
て
い
る
の
で
狂
牛

黄
の
問
題
が
起
こ
っ
て
も
病
気

の
心
配
を
し
た
こ
と
が
な
い
と

自
信
を
持
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

牛
に
は
毎
日
必
ず
声
を
か
け
て

い
る
と
伴
子
さ
ん
の
牛
飼
い
の

心
を
話
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

牛
は
耳
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

飼
う
人
が
や
さ
し
く
言
葉
を
か

け
て
や
れ
ば
牛
も
応
え
て
く
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
子
供
が

中
学
校
に
入
学
し
た
ら
、
牛
1

頭
生
産
す
る
と
い
う
計
画
で
増

頭
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
伴

子
さ
ん
が
、
左
官
の
手
伝
い
が

忙
し
い
時
は
、
何
も
言
わ
な
く

て
も
子
供
が
中
学
・
高
校
時
に

牛
飼
い
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
と

話
さ
れ
、
親
の
働
く
姿
を
見
て

立
派
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
6
0
年
頃
か
ら
転

作
水
田
で
野
菜
作
り
を
始
め
、

大
根
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ニ
ク
、

レ
タ
ス
を
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル

栽
培
（
1
0
ア
ー
ル
）
で
行
い
、

市
場
出
荷
時
に
は
、
夜
1
1
時
頃

ま
で
選
別
、
出
荷
を
や
っ
て
い

た
と
当
時
の
苦
労
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
も
環
境
保

全
型
農
産
物
と
し
て
大
根
、
ゴ

ボ
ウ
の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
栽

培
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
は
田
植
や
稲
刈
り
時
期
に

は
子
供
が
加
勢
で
き
る
日
を
指

定
し
て
き
て
、
家
族
全
員
で
楽

し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

子
供
が
就
職
時
に
夫
婦
か
ら
送

っ
た
「
偉
く
な
ら
な
く
て
も
良

い
が
中
途
半
端
な
人
間
に
な
る
な
」

と
い
う
言
葉
を
、
今
で
も
子
供

が
守
り
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
親
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
夢
は
、
子
供
と
好
き
な
農
業

を
や
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
今

の
家
族
の
温
か
い
絆
が
あ
る
限

り
実
現
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

帰
り
際
に
藤
雄
さ
ん
か
ら
す
ば

ら
し
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
1
1
農
業
が
好
き
じ
ゃ
か
ら
1
1

幽
蓄
電
だ
透

　
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非

売
を
除
く
。
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
拍
頭

　
雌
平
均
3
6
0
、
9
9
0
円

　
去
勢
平
均
　
3
1
6
、
4
8
4
円

　
合
計
平
均
　
3
3
4
、
6
5
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
羽
坂
　
福
永
真
澄
　
か
つ
ふ
く
9
号

　
血
統
　
虚
誕
・
平
茂
勝
・
神
高
福

　
3
1
5
日
令
3
2
0
㎏

　
　
　
　
　
7
3
5
、
0
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
福
瀬
　
高
尾
昭
一
　
日
田
百
重

　
血
統
　
安
平
・
糸
弘
2
・
隆
桜

　
2
7
9
日
前
3
1
0
㎏

　
　
　
　
　
4
4
3
、
1
0
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
1
1
頭

　
雌
平
均
3
8
8
、
7
1
0
円

　
去
勢
平
均
　
2
9
2
、
7
7
5
円

　
合
計
平
均
　
3
3
6
、
3
8
1
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
庭
田
　
黒
木
国
寛
　
第
1
ひ
で
み
号

　
血
統
　
福
茂
・
福
桜
・
糸
秀

　
2
8
7
日
令
　
3
4
2
㎏

　
　
　
　
　
8
4
1
、
0
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
　
黒
木
サ
キ
子
　
照
明
号

　
血
統
　
照
萩
・
隆
桜
・
星
置

　
2
3
9
日
令
　
2
5
2
㎏

　
　
　
　
　
3
4
1
、
2
5
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
　
魯
6
9
－
3
1
7
1

3
月
の
蛍
な
繍
藝
…

ビ
デ
オ
上
映
会

9
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
第
8
巻

第
2
9
話
「
血
み
ど
ろ
の
対
決
」

第
3
0
話
「
傷
だ
ら
け
の
貴
公
子
」

23

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
第
2
6
話

「
か
ぐ
ま
の
ち
か
ら
石
」
「
白
狐
の
湯
」

「
念
仏
天
狗
」
「
猫
檀
家
」

古
本
交
換
会

23

冝
i
土
）
～
3
1
（
日
）

　
古
本
の
交
換
会
を
さ
く
ら
館
玄

関
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
古
本

交
換
会
は
、
自
宅
な
ど
に
眠
っ
て
い

る
不
要
な
本
を
無
償
で
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
来
館
さ
れ
た
み
な

さ
ん
に
自
由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
く
催
し
で
す
。
但
し
、
辞
書
類
や

百
科
事
典
、
傷
み
の
は
げ
し
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
さ
く
ら
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
般
図
書

・
無
防
備
都
市

－
禿
鷹
の
夜
2
一

・
《
ノ

ハ、
㌧

よ
pど留〃　

0

冨

逢
坂
　
剛

　
悪
党
は
地
獄
を
駆
け
ろ
！
史
上

最
悪
の
刑
事
、
一
一
鷹
秋
i
通
称
・

禿
鷹
1
は
神
宮
署
の
放
し
飼
い
。

信
じ
る
も
の
は
拳
と
カ
ネ
。
汚
れ

き
っ
た
無
頼
漢
に
南
米
マ
フ
ィ
ア
の

手
が
。
新
警
察
暗
黒
小
説
。

・
陰
陽
師
　
竜
笛
の
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
枕
　
摸

　
若
き
陰
陽
師
・
安
部
晴
明
と

笛
の
名
手
・
源
博
雅
が
、
平
安

の
都
の
闇
に
は
び
こ
る
悪
鬼
、

怨
霊
と
今
、
対
峙
す
る
：
：
。

呪
に
結
ば
れ
し
者
た
ち
の
運
命

や
い
か
に
。
人
間
の
心
の
脆
さ
と
、

妖
し
の
も
の
た
ち
の
優
さ
が
胸

を
打
つ
。
　
「
オ
ー
ル
読
物
」
掲

載
の
5
編
を
収
録
。

・
お
か
あ
さ
ん
、
あ
の
ね
．

　
　
吉
野
弘
・
新
川
和
江
監
修

　
か
み
な
り
み
た
い
な
お
か
あ

さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
前
で
か
わ

い
く
み
え
る
お
か
あ
さ
ん
、
母

の
日
の
贈
り
物
に
泣
い
て
し
ま

っ
た
お
か
あ
さ
ん
・
：
。
子
ど
も

が
か
い
た
「
お
か
あ
さ
ん
」
へ

の
想
い
。
全
国
の
小
学
生
の
詩

96

ﾑ
を
収
録
。

，

そ
の
他

・
結
婚
ま
で
物
語

・
赤
道

・
二
重
奏

・
噂
の
娘

梅
本
智
久

明
野
照
葉

赤
川
次
郎

金
井
美
恵
子

・
貴
婦
人
A
の
蘇
生

　
　
　
　
　
　
　
小
川
洋
子

・
崖
っ
ぶ
ち
だ
よ
、
人
生
は
！

ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
女
王
3
1

　
　
　
　
　
　
　
中
村
う
さ
ぎ

・
イ
ヴ
と
妖
精
の
森

　
　
　
　
　
　
　
九
田
祐
里

・
花
嫁
は
女
戦
士

ー
ユ
ー
モ
ア
サ
ス
ペ
ン
ス
i

　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

・
踊
る
狸
御
殿
　
朝
松
　
健

・
迷
い
猫

　
　
　
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
ア
ラ
ン

・
風
穴
を
あ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
俊
太
郎

・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
大
岡
　
　
玲

・
火
群
（
ほ
む
ら
）
の
館

　
　
　
　
　
　
　
春
口
裕
子

・
学
校
の
教
育
力
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
（
プ
ロ
教
師
は
主
張
す
る
）

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
教
師
の
会

・
わ
が
人
生
の
時
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

・
リ
カ
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貴
久

・
戦
士
た
ち
の
挽
歌

　
　
　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
ン
ス

児
童
図
書

・
夜
の
ほ
う
も
ん
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
欣
司

　
昼
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

野
生
動
物
。
で
も
、
夜
に
な
る

と
様
子
は
ち
が
い
ま
す
。
全
国

4
ヶ
所
で
と
ら
え
た
動
物
を
写

真
で
紹
介
。
静
か
と
思
わ
れ
る

夜
も
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち

で
大
変
に
ぎ
や
か
で
す
。

（
小
学
校
低
・
中
学
年
向
き
）

・
ほ
こ
ら
の
神
様

安
富
陽
子

　
小
学
5
年
生
の
勇
平
た
ち
が

拾
っ
た
の
は
、
神
様
の
家
「
ほ

こ
ら
」
だ
っ
た
。
ね
が
い
ご
と

を
し
て
み
る
と
次
々
に
か
な
っ

た
が
、
同
時
に
い
や
な
こ
と
も

起
こ
っ
た
。
ち
い
さ
な
ほ
こ
ら

を
め
ぐ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

（
小
学
校
高
学
年
向
き
）

そ
の
他

・
地
獄
堂
霊
界
通
信

ワ
ル
ガ
キ
最
悪
の
危
機

　
　
　
　
　
　
　
香
月
日
輪

・
六
号
病
室
の
な
か
ま
た
ち

　
　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ル
ミ

・
し
ゃ
し
ん
の
な
か
の
お
と
う
さ
ん

一
少
年
少
女
詩
集
－

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
洋
子

・
さ
さ
や
か
な
魔
法
の
物
語

　
　
　
　
　
　
　
村
山
早
紀

絵
本

・
ぼ
ん
ぞ
う
の
の
ぞ
き
だ
ま

　
　
　
　
　
　
さ
の
よ
う
こ
絵

　
　
　
　
　
　
た
か
ど
の
ほ
う
こ
文

　
占
い
研
究
家
の
た
ぬ
き
の
ぼ

ん
ぞ
う
は
本
当
は
こ
そ
ど
う
で

し
た
。
あ
る
日
ぼ
ん
ぞ
う
は
盗

ん
だ
も
の
を
村
の
あ
ち
こ
ち
に

か
く
す
と
、
の
ぞ
き
玉
で
占
い

を
始
め
ま
し
た
。
ま
ん
ま
と
お

金
を
か
せ
ぎ
ま
し
た
が
・
：
。

・
十
二
支
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　
リ
ー
ハ
ン
ム
絵

　
　
　
　
チ
ャ
ン
リ
ン
リ
ン
作

　
昔
、
天
の
神
様
は
動
物
の
名

前
で
年
を
呼
ぶ
こ
と
に
決
め
、

動
物
達
を
競
争
さ
せ
て
1
2
匹
を

選
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
猫
は

ね
ず
み
の
策
略
で
1
3
番
目
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

猫
は
ね
ず
み
を
見
る
と
追
い
か

け
ま
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
お
話
。

そ
の
他

・
け
ん
か
の
き
も
ち
（
か
ら
だ

　
と
こ
こ
ろ
の
え
ほ
ん
2
）

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
秀
男

・
め
ぐ
ろ
の
さ
ん
ま
（
落
語
絵
本
）

　
　
　
　
　
　
　
川
端
　
　
誠

・
ハ
ー
ビ
ー
の
お
か
し
な
ケ
ー

　
キ
の
う
た

　
　
　
　
ペ
ト
ラ
・
マ
ザ
ー
ズ

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉



　
⑩●

り

い、
㌧

亀
亀
p

ど留〃

轟醒i選

る

日

保全型農産物の

認証申請のお知らせ

●

　
　
灘
・
髪

　
　
　
餐
、
而
駝

㈲
潴
饗

磯
肇

ぐ

　
東
郷
町
環
境
保
全
型
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
1
3
年
度
か
ら
東
郷
町
環

境
保
全
型
農
産
物
認
証
制
度
を
施
行
し
、
2
2
件
の
認
証
を
行
い
ま
し
た
。
認
証

さ
れ
た
農
産
物
は
ラ
ン
ク
に
応
じ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
、
主
に
ふ
る
さ
と
市
場

に
お
い
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
認
証
農
家
と
栽
培
面
積
の
拡
大
を
図
り
、
東
郷
町
独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
「
東
郷
町
ふ
る
さ
と
農
産
物
」
を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
1
4
年
度
の
認
証

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
環
境
保
全
型
農
産
物
の
認
証
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
2
9
日
ま
で
に
申
請

書
と
年
間
栽
培
計
画
書
を
役
場
農
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
申
請
書
、

年
間
栽
培
計
画
書
は
役
場
農
政

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
）

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
農
政

課
（
容
6
9
1
3
9
0
7
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

N
ζ媛

φ
φ
φ

’、
§

髪
’凋

　　　・▲Sランクの認証シール

認証ランクと栽培基準

認証ランク 栽　　培　　基　　準　　説　　明

　　　　　生産過程において化学合成農薬・化学合成肥料及び化学合
r　　　　成土壌改良資材の使用を中止して3年以上を経過し、堆肥

@　　　等による土づくりを行った圃場で収穫された農産物

A 同様1年以上3年未満

B 同様1年未満

C
生産過程において化学合成農薬・化学合成肥料の使用量が

ｵ行栽培の概ね5割以下の圃場で収穫された農産物

　　　　　生産過程において化学合成農薬の使用量が慣行栽培の概ね
c　　　i5割以下で、化学合成肥料の使用量は慣行栽培同様で行っ

@　　　　た圃場で収穫された農産物

｛
」
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☆
根
絶
！
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

　
l
D
＞
防
止
法
の
施
行
－

　
平
成
1
3
年
1
0
月
1
3
日
に
「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
D

V
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
相
談
し

た
い

○
警
察
　
相
手
の
検
挙
、
指
導
・

警
告
、
自
衛
・
対
応
策
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
等
適
切
な
措
置

を
と
り
ま
す
。

0
配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

　
身
体
に
対
す
る
不
法
な
暴
力

の
ほ
か
、
精
神
的
な
暴
力
に
つ

い
て
の
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

一
時
保
護
、
各
種
情
報
の
提
供

等
を
行
い
ま
す
。
　
（
4
月
1
日

か
ら
の
運
用
で
す
。
）

夫
か
ら
逃
れ
た
い

○
婦
人
相
談
所
　
各
種
相
談
業

務
を
行
う
と
と
も
に
、
夫
か
ら

の
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
の
一

時
保
護
・
自
立
支
援
業
務
を
行

い
ま
す
。

配
偶
者
を
引
き
離
し
て
ほ
し
い

○
裁
判
所
　
裁
判
所
に
申
し
立
て

る
と
審
理
が
行
わ
れ
、
配
偶
者
に

対
し
保
護
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
は
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
相
談
は
最
寄
り
の
警
察
署
・

交
番
・
駐
在
所
ま
で

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
子

ど
も
の
命
を
守
ろ
う
！

①
車
で
お
出
か
け
の
時
に
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
を
！

　
交
通
安
全
は
い
く
ら
自
分
が

注
意
し
て
い
て
も
、
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
か
け
が

え
の
な
い
命
を
守
っ
て
あ
げ
ま

し
よ
う
。

②
抱
っ
こ
で
は
守
れ
な
い
子
ど

も
の
命

　
時
速
4
0
キ
ロ
で
正
面
衝
突
し

た
場
合
、
衝
撃
力
は
瞬
時
に
子

ど
も
の
体
重
の
3
0
倍
に
も
な
り

と
て
も
抱
っ
こ
で
は
支
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
強
打
し
た
り
車
外
に

放
り
出
さ
れ
た
り
と
大
変
危
険

で
す
。

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
習
慣

化
が
大
切
一
・

　
子
ど
も
に
、
小
さ
い
時
か
ら

の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、

将
来
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

意
識
に
結
び
つ
く
大
事
な
安
全

教
育
の
ひ
と
つ
で
す
。

物損事故3（3）　　　：
i交

人身事故2（2）

死　　者 0（0）

重傷者 0（0）

通
事
故
発
生
二
二
1
月
虫

　　　1y傷者i2（2）

（）内は年間累計1

★町尽に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

●
《
ー

ハ、
㌧

こ
pど敷班　

0

町
奨
学
生
募
集

　
平
成
1
4
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

▽
申
込
資
格
　
町
内
に
本
籍
を
有

す
る
方
又
は
町
内
に
引
き
続
き
5

年
以
上
在
住
し
、
現
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方
で
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
及
び
大
学
に
在
学
し
て
い

る
方
。
ま
た
こ
れ
か
ら
学
校
に
進

学
さ
れ
る
方
。

▽
貸
与
申
込
　
申
込
用
紙
が
教

育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
新
し
く
申
し
込
ま
れ
る
方
も
、

継
続
し
て
利
用
さ
れ
る
方
も
在
学

証
明
書
を
必
ず
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
額
　
高
校
生
　
月
額
2
万

円
・
大
学
生
　
月
額
3
万
円

▽
申
込
締
切
　
4
月
1
9
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務
係

（
容
6
9
　
3
9
0
9
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
崎
県
育
英
資
金

奨
学
生
募
集

東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社

社
　
員
　
募
　
集

▽
資
格
　
東
郷
町
在
住
で
1
8
歳
か

ら
3
0
歳
位
ま
で
の
方
。
要
普
通
免

許
・
パ
ソ
コ
ン
経
験

▽
仕
事
内
容
　
一
般
事
務
及
び
販

売
業
務

▽
給
与
　
当
社
規
定
に
よ
る

▽
待
遇
　
社
会
保
険
完
備
、
退
職

金
制
度
、
通
勤
手
当
有
り

▽
応
募
方
法
　
平
成
1
4
年
3
月
1
0

日
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
郵
送
可
）
追
っ
て
面
接

日
時
等
を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
8
3
1
0
2
1
1

東
郷
町
大
字
坪
谷
1
2
6
7

㈱
東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社

智
6
9
　
7
7
2
0

道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
わ
い

わ
い
市
場
出
店
者
募
集

▽
申
込
資
格

①
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
高
等
学
校
等
に
在
学

し
て
お
り
、
主
と
し
て
生
計
を

維
持
す
る
人
が
県
内
に
住
ん
で

い
る
こ
と
。

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
人

▽
申
込
方
法

　
募
集
要
項
及
び
申
請
書
類
を

4
月
現
在
に
在
学
し
て
い
る
学

校
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
学

校
の
指
定
す
る
期
日
（
お
お
む

ね
5
月
初
旬
）
ま
で
に
窓
口
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
学
校
教
育
課

（
容
0
9
8
5
1
2
6
1
7
2
3
7
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
道
の
駅
連
絡
協
議
会
で
は
、
ブ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
展
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
出
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
　
3
月
3
1
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
い
っ
き
前
広
場

▽
応
募
締
切
　
3
月
2
3
日
（
土
）

▽
連
絡
先
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
い
っ
き
（
麿
6
9
　
3
1
1
5
）

坪
谷
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
坪
谷
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
利
用
し
て
生
徒
が
作

成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
東
郷

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
町
内
の
小

中
学
校
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　r冠岳ふるさと千年の森」
　　　　　記念植樹祭

一般参加者募集

　平成13年3月に条例制定された「冠岳ふ

るさと千年の森」の記念植樹祭を下記の要
領で開催しますので、奮ってご参加ください。

日時　平成14年3月17日（日）

　　　受付：午前9時30分～

場所　東郷町大字山陰字門下「冠岳ふるさ

　　　と千年の森」

　　　（荒天時：東郷町総合文化センター）

内容　式典　10：00～

　　　植樹　10：45～

　　　昼食　11：30～

　　　　※アトラクション（民謡・冠太鼓）

テーマ　「育てよう　こころ癒す　ふるさと

　　　　千年の森」

※当日は、午後1時から冠岳登山を予定し

　ていますので、登山のできる服装を準備
　してください。

※詳しくは、林政課（君69－3908）までお

　問い合わせください。

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
十
期

介
護
保
険
料
（
普
徴
）
十
期

　
　
　
　
◎
4
月
1
日
納
期
限

※
口
座
振
替
日
は
2
5
日
（
月
）
で
す

　
（
キ
チ
エ
さ
ん
8
9
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
吉
田
力
弥
さ
ん
か
ら

　
（
辰
男
さ
ん
5
7
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
藤
本
健
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
サ
エ
さ
ん
9
3
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
中
過
敏
さ
ん
か
ら

　
（
芳
雄
さ
ん
8
1
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
田
中
厚
子
さ
ん
か
ら

　
（
金
一
さ
ん
9
0
歳
逝
去
）

◎
隣
裏
の
岩
本
ス
マ
子
さ
ん
か
ら

　
（
学
さ
ん
6
7
歳
逝
去
）

一
・
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
期
間
　
3
月
1
日
（
金
）
～
3

月
7
日
（
木
）
ま
で
の
7
日
間

統
一
標
語
『
た
し
か
め
て
。
火
を
消

し
て
か
ら
　
次
の
こ
と
』

善
鴛6

灯

　
　
（
1
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

保
護
者
主
所

富
士
夫
　
　
野

結
婚
お
幸
せ
に

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
に

な
り
ま
し
た
。
火
の
取
扱
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
焼

き
や
あ
ぜ
焼
き
等
を
行
う
場
合
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
火
入
れ
許
可
の

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
火
入

れ
許
可
申
請
受
け
付
け
ば
、
印
鑑

を
持
参
の
上
役
場
総
務
課
消
防
交

通
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福

祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
月
8
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
羽
坂
の
小
野
ト
シ
子
さ
ん
か
ら

　
（
武
右
衛
門
さ
ん
9
3
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
與
吉
さ
ん
か
ら

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

・
氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

里州

ﾘ
三
新
8691

ﾎ

迫
野
内
－
小
野
田

8981

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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　5唇坪谷保育園5辱

▲島ひきおに

　　　越表　田口八ツ山の

　　　河野南海さん礒）

　　　父：定治さん
　　　母：美紀さん

・　　　○好きな食べ物は何
　｝　　　ですか？

　　　　ぶどう、カレーライス

　　　○好きな遊びは何で
7　　　　すか？

　　　　ブランコ、絵描き
　　　○大きくなったら何に

　　　　なりたいですか？

　　　　消防士

坪谷　本村の

寺原ももさん臓1

父：一生さん
母：文子さん

○好きな食べ物は何
　ですか？
　りんご、オムライス

○好きな遊びは何で
　すか？

　かくれんぼ、ボケ
モンごっこ
○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　看護婦さん

ご
一

■i隈㌘r．一閣了＿？殉
▲絵本「島ひきおに」よりかわいそうなおに

　　　　　　　　　

翻⑨陰阜
眞賞賞賞頃眞質賞眞

柳餅飾りを贈る

　2月8日（金）、山陰保育

園で柳餅つきが行われまし
た。

この行事は、旧正月の伝統

行事を伝承するとともに、

春が近くなったという喜び

の気持ちを込めて、毎年行

われているものです。

　できあがった柳餅飾りは、

園児代表から役場や東郷病

院、やすらぎ館、社会福祉

協議会などの町内の事業所

の他、日赤奉仕団の協力で

町内の高齢者宅へ贈られま
した。

　表
　多氏

　牧
　水
　の
耀う
　た
甲の

欣解
　説

お
も
い
や
る
か
の
う
す
青
き
峡
の
お
く
に

　
　
わ
れ
の
う
ま
れ
一
朝
の
さ
び
一
さ
（
路
上
）

　
牧
水
は
、
明
治
四
十
三
年
九
月
長
野
県
小
諸
へ
行
き
、
創
作

同
人
で
医
師
の
岩
崎
樫
郎
の
い
る
田
村
病
院
を
訪
ね
た
。
恋
愛

の
破
局
や
事
業
の
経
営
不
振
、
金
銭
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
態

等
か
ら
乱
酔
の
日
々
の
た
め
に
患
っ
た
病
気
治
療
と
立
ち
直
り

を
図
る
た
め
の
滞
在
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
、
小
諸
滞
在
中
の
作
で
第
四
歌
集
『
路
上
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
悲
痛
の
極
み
か
ら
落
ち
ぶ
れ
、
絶
望
的
な
生

活
態
度
の
牧
水
で
あ
っ
た
が
、
故
郷
の
家
族
や
自
然
へ
の
思
い

は
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
伊
藤
一
彦
著
「
命
の
破
片
」
に
あ
る
歌
の
意
味
は
「
私
は
思

い
を
は
せ
る
。
あ
の
山
と
山
と
の
間
の
う
す
青
い
峡
の
奥
の
家

に
自
分
の
生
ま
れ
た
日
の
朝
の
さ
び
し
さ
よ
。
」
と
解
さ
れ
て

い
る
。

　
牧
水
は
「
お
も
い
で
の
記
」
に
自
分
の
誕
生
を
「
明
治
十
八

年
八
月
二
十
四
日
早
朝
、
姉
た
ち
が
掃
除
や
朝
飯
の
支
度
を
す

る
た
め
に
、
座
敷
に
床
を
と
っ
て
い
た
母
を
東
の
縁
側
へ
連
れ

出
し
て
座
ら
せ
て
い
た
。
姉
た
ち
が
勝
手
口
に
行
っ
て
い
る
時

に
、
何
の
用
意
も
な
し
に
急
に
産
気
づ
い
て
『
こ
と
ん
』
と
音

を
さ
せ
て
生
ま
れ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
同
時
期
に
、
次
の
歌
も
詠
ん
で
い
る
。
　
「
ふ
る
さ
と
は
山
の

お
く
な
る
山
な
り
き
う
ら
若
き

母
の
乳
に
す
が
り
き
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
靴

義
．

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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